
注目ユーザーとロボット，
マテハン企業キーマンが
勢揃い

菊田 昂進する労働力不足のなか
で，物流分野にも省力・省人化ニー
ズが急速に高まり，広義のロボティ
クスに大変な注目が集まっています。

実際には各社の物流拠点ではもう
何十年も前から，搬送・荷役・仕分
け・ピッキング作業を効率化する
様々なマテハン機器によって自動化
への取り組みが進められてきました。
しかし今や先端技術の発展により

「ロボットによる完全自動化」も含
む新たな可能性が生まれたことで，
改めて「物流自動化」への期待が強
まっているのです。

そこで本日は，マテハン＋ロボッ
ト活用で先陣を切るユーザー代表，
注目の先端ロボットコントローラー
メーカー，そして日本のマテハン業
界をけん引してきた２社の代表メー
カーからキーマンを招き，議論を交
わしていただこうと考えました。

まず皆様の自己紹介から始めた
く，最初に昨年，ロボット自動倉庫・
オートストアの導入で一躍注目を浴
びたニトリホールディングス上席執
行役員／ホームロジスティクス代表
取締役社長の松浦さんからお願いし
ます。

松浦 皆さんこんにちは。いつも言
うのですが私は物流の素人で，これ
までは小売業で顧客データの分析や

CM製作，ブランディングなどマー
ケティングやCOOを担当していまし
た。ニトリグループに入社する前は
中国で国営企業の再建に努めていま
した。その後，縁があってニトリの
お世話になり，今の仕事をしていま
す。

ニトリグループはお陰様で30期連
続増収増益を達成できました。2022
年には現在約5,000億円の売上を１兆
円に伸ばすことを目標としています。

菊田 次に昨年の日本ロボット大賞
を受賞されたロボットコントローラ
ーのメーカー，MUJINの滝野CEO，
お願いします。

滝野 私たちMUJINは2011年に創
業した，まだ生まれて間もない会社
です。私たちの狙いは非常にシンプ
ルで，物流を含めた分野で多くの人
に産業用ロボットを使っていただく
ことにあります。そのために何が必
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菊田一郎去る５月18日・19日の２日間，東京流通センターで開催された「アジア・シームレス
物流フォーラム2017」（主催：一般社団法人日本マテリアルフロー研究センター，
企画・運営：株式会社流通研究社・月刊マテリアルフロー）から，
主要コンテンツを本コーナーで順次掲載していく。
今月は特集内で紹介したマツモトキヨシ・成田副社長の講演に続き，2つの4セッションに
注目する。まずは超満員となった「マテハン＋ロボットパネルディスカッション」から，
要約記事をお届けしよう。（編集部）
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要かと考えたとき，ロボットはもっ
と賢くなって自分で見て・自分で動
かなければいけないと思い，今まで
にないロボットの頭脳であるロボッ
トコントローラー製造に特化して創
業しました。

総勢は35名，社員の60％は外国籍
という非常にインターナショナルな
会社でもあります。物流ではピッキ
ングなど，いろんなところに使って
いただくことで事業を進めています。

菊田 続いて，今や世界一のマテハ
ンメーカーとして世界に展開されて
いるダイフクから，エンジニアリン
グ本部の権藤本部長にお越しいただ
きました。

権藤 私はマテハン機器のエンジニ
アリングに携わって30年以上になり
ます。80年代の製造業に始まり，流
通業，昨今はeコマースへと，様々
な分野に用途が広がる中で，マテリ
アルハンドリングの技術開発を行っ
てきました。ダイフクの海外売上高
比率は60数％とすでに海外の方が大
きく，海外の案件では特にヨーロッ
パのマテハンメーカーと競合するケ
ースが増えています。

日本の物流現場は，優秀な作業者
の方々によって支えられてきました。
しかしながら事情の異なる海外市場
では，日本より自動化が進んでいま
す。ところが最近は日本でも人手不
足が進展し，自動化にチャレンジす
る必要性が強まってきました。私自
身，長年にわたり世の中の物流現場
をもっと自動化したいと考えてきま
したが，ようやく物流が表舞台に出
て注目を浴びていることには感慨深
いものがあります。

菊田 最後はロボット自動倉庫・オ
ートストアに加え，ロボット搬送台
車・バトラーという注目のマテハン

機器を日本で扱う，岡村製作所の山
下部長です。

山下 弊社は一般にオフィス家具メ
ーカーとして知られていますが，加
えて商環境＝店舗の什器，物流シス
テムという３つの事業を柱としてい
ます。創業は戦争直後で，横浜市の
岡村町を発祥の地とすることからこ
の社名となりました。ものづくりの
会社としてスタートし，自社生産を
主軸に，レガシーな物流システムで
ある自動倉庫，ローラーコンベヤ，
ソーターなど，ソフトウェアを含め
提供しております。

働き手のいなくなる時代に
IT化・自動化は必然

菊田 それでは本論に入り，各社の
取り組みをご紹介いただきます。ニ
トリ／ホームロジスティクスさんは
昨年のオートストアに続き，本年秋
には同じく国内第１号機となるロボ
ット搬送台車・バトラーを導入・稼
働させる計画と，日本で最も物流自
動化投資に積極的な企業の１社。そ
れを主導する風雲児が松浦さんであ
り，その背景にある考え方などをお
伺いしたいと思います。

松浦 先ほど，５年後に売上を今の
倍の１兆円に伸ばす目標をご紹介し
ましたが，2000年以降の日本の１人

当たり消費支出は下がり続けてお
り，しかも私どもが関わるホームフ
ァニチャー分野の１人当たりの消費
支出の構成比は米国が約10％なのに
対し，日本は約６％。今も全体の消
費支出が伸び悩む中で，目標達成へ
どう取り組むかが課題になっていま
す。インテリアは，それがなければ
日常生活が成り立たないものではな
く，豊かな生活を楽しむようになら
ないとこの消費は増えません。

最近eコマースの増加で店舗のシ
ョールーミング化が進み，お店では
商品を見るだけ，購入はネットです
る消費者が増えたと言われます。で
すが，家具店はもともとお店では見
ていただくだけで，実際の商品は倉
庫からお届けしています。家具はも
ともと問屋商売なので，配送は問屋
さんに任せることが多いのですが，
私たちは問屋を抜いてメーカー直取
引だったので，自分たちで配送して
いました。そして，本州に進出した
後もこれを継続したことで，結果的
に全国に配送網を築き上げることが
できたのです。ニトリの物流事業会
社であるホームロジスティクスは，
国内外のサプライヤーからの国際物
流事業，国内拠点での倉庫事業，各
店舗への幹線輸送事業，そしてラス
トワンマイル配送事業を担っていま
す（図表1）。

私は着任してから世界中を回って
きましたが，eコマースが世界中の
産業を変えていることは歴然たる事
実です。中国が大変な経済成長を遂
げる中でも，店舗面積はそれほど増
えておらず，eコマースが伸びてい
るのです。アマゾンは今やeコマー
ス事業者としてだけでなく，物流事
業者としても巨大な存在になってい
る。業種を超えてシームレスな競争
になっているわけです。メーカーが
小売業の棚を借りないと商売できな
かった時代は終わり，誰もがダイレ
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クトにコミュニケーションできるよ
うになりました。

しかし配送の足回り，お客様に届
ける部分は今なお残っています。メ
ーカーがeコマースをはじめても，
小売業，物流業がはじめても，お客
様に商品を届ける足回りは不可欠で
す。

ネット販売の時間帯別受注数は，
最も作業単価が高くて人が集まらな
い夜間にほぼ50％が集中していま
す。そこをスピーディに処理しよう
とするとコストもかかる。今までは
店舗にケース単位のまま納めればよ
かったものを，今は倉庫で箱を開け
て１人のお客様のためにセットアッ
プする作業が必要になりました。

世界中の物流展示会を見ると，こ
こ数年，恐ろしいほどの勢いで新技
術が登場しています。eコマースの
分野では箱を組み立てる機械１つと
っても，あらゆる産業から新規参入
があり，新製品が投入されている。
だから毎年，世界中の展示会を見に
行く価値はあります。

１㎥当たりの売価では，化粧品メ

ーカーであれば何百万円の単位にな
るところ，我々の家具はお値段以上
で大変安い。だから物流経費率は高
くなります。運送業者に支払うお金
や倉庫内の作業，その他様々な作業
コスト構造を分解し，人件費比率を
調べると，概ね５割から６割。売上
が倍になれば，もちろんこの人件費
も上昇します。

スケールも５年前の倍になってい

ます。家具だけを売っていた時代と
は違い，今は半分以上がホームファ
ッションと呼ぶ雑貨です。通販はこ
れから数年で何倍にも伸ばす予定で
すが，人手に頼った現在の構造のま
までいくことは到底考えられません。
しかも働き方改革で，１人当たりの
労働時間は減っていく。日本の総労
働時間がさらに減ることが分かって
いるのに，手を打たずにいることは

図表1 ホームロジスティクスの事業領域

国際物流事業

サプライヤー 国内メーカー DC

XD

海外物流センター

海外コンテナヤード

国内コンテナヤード

引取り

配
送

（
組
立
・
設
置
）

幹線輸送事業 ラストワンマイル
配送事業倉庫事業

TC

お客さま小売店舗

宅配便受取り発送センター

配送センター

❶ニトリ／ホームロジスティクスの現場で稼働するオートストア
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できません。IT化，機械化は当たり
前のことだと思っています。

こうした日進月歩の過程では，「い
いものが出るまで買うのを待とう」と
なりがちですが，新しいものをどん
どん試して知見を溜めていかないと，
乗り遅れてしまう。だから１号機に
こだわってロボット技術も導入して
いるのです。ロボットをどうマネジ
メントするか，あるいはアシストに
とどめるか，全部任せるか。ユーザ
ーとして知見を積み，メーカーに対
して意見が言えるようにならないと，
新しいシステムを活かし切れません。

オートストアの導入に当たって，
最初は少々もたつきましたが，今は
想定以上の効果を得られています

（写真❶）。この１年余で導入現場を
既に600社以上が見学に来られまし
た。うち数社の企業が導入を決めた
そうですが，私の実感としてはまだ
少ない。これから毎年，人に対する
コストが何％も上がっていくのに，
まだ人間でやれると思っている企業
の方が多いことが不思議でなりませ
ん。

世界の展示会はいまや中国人がメ
イン客です。各ブースには中国語の
通訳が立ち，中国の団体客に応対し
ている。中国の大手企業は，どちら
がいいか分からないときは両方入れ

てテストし，決めたら一気に中国全
土に広げます。中国は賃金が上がっ
たと言われますが，日本に比べれば
まだ安い。それでも日本以上に自動
化に踏み込んでいるのです。

今回，当社が採用を決めたバトラ
ーはインドの技術ですが，インドに
は非常に安い賃金で働く層がいま
す。経営者にその人たちをなぜ雇わ
ないのかと聞くと，「人がやる仕事
にはばらつきがあり，教育が必要。
また，休憩を与え，環境も整えなけ
ればいけない。その結果コスト高に
なる」と言われました。人間はスピ
ードに対応する能力も１～２年で限
界に達します。だからインドの企業
は最初からAIや機械化を視野に入
れているのです。

私たちは，このままいけば座して
破綻を待つだけ。それが分かってい
るから，人が働きたくなるような職
場作りを進めてきました。そしてラ
ストワンマイルにおいては，ただ届
けるだけでなく，家具の設置と同時
にお客様宅におじゃまさせていただ
いているからこそできる，ヒューマ
ンコミュニケーションが不可欠なビ
ジネスに注力して，それ以前のとこ
ろはすべてIT化，機械化すること
を前提に取り組みを進めているとこ
ろです。

物流自動化の最後の
フロンティア，「ピース
ピッキング自動化」を実現

滝野（MUJIN） 物流分野での私たち
の売上は60％を占めており，残り40
％が自動車業界向けです。物流はe
コマースの成長を背景に非常に伸び
ています。中国ではもっと爆発的に
伸びていますね。

EC拡大の一方で，日本の人口は減
っています（図表2）。総人口は2016
年の１億2,660万人から，2020年に
は１億2,410万人へと２％減るうち，
20歳から64歳までの労働人口では

「毎年４％」減っていく。換算すると，
「１日で2,125人」も減っていくので
す。そんな国は世界でも日本だけで
しょう。

松浦社長のご指摘の通りで，働く

パネルディスカッション   物流現場作業の自動化にマテハン＋ロボットで挑む

図表2 ECをとりまく環境の変化

（出典）㈱野村総合研究所「ITナビゲーター 2015年版」を元に作成。
（出典）総務省「国勢調査」及び「人口推計」，国立社会保障・厚生労働省「人口動態推計」，
（出典）人口問題研究所「日本の将来推計人口」（平成24年1月推計）を元に作成。

EC市場規模は拡大の一途を辿る一方，生産人口減少は不可避
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人がどんどんいなくなるのは確かな
のに，まだ大丈夫だと思っている企
業も多いようです。でも１日2,000人

以上の働き手が減っているのが現実
なのです。

物流でもこれまで，自動化をもっ
と進めていこうという動きがマテハ
ンメーカーを中心に進み，商品発注
から仕分けまでシステム化されてい
る企業も増え，自動倉庫，デジタル
ピッキングやソーターも出てきまし
た。しかしピースピッキング，梱包，
カゴ車やパレットへの積み付けは今
も人が行っている。ここは一番人手
もお金もかかるところです。

そこをロボットに置き換えようと
するのは自然な流れですが，なかな
か実現できなかったのには理由があ
ります。製造業に従来，ロボットが
数多く導入できたのは，同じ品質・
条件で繰り返し大量に作業する，コ
ントロールされた現場が多いからで
す。

しかし物流はそうではありません。
多品種で，かつ条件も異なる。前回
は２つ，今回は３つと変わり，異な
る作業を大量に行うことが要求され
る。ロボットはティーチングで動作
を教えなければ動いてくれません。
大量の条件がある場合，「この商品
ならこう取ってこう置く」などと無限

に近い組み合わせをすべてティーチ
ングしておくことは不可能です。だ
から物流ではロボットがなかなか活
用できなかった。

当社は若い会社ですが，世界でこ
れだけは負けないという技術が創業
前からありました。それは当社の
CTO，出杏光魯仙（ディアンコウ・ロ
セン）が開発した動作計画（モーショ
ンプランニング）という，ロボットが
ティーチレスで動ける技術です。

たとえば，皆さんが「目の前にあ
るペットボトルを取ろう」と腕を伸
ばすとき，皆さんは「右の肘関節を
10度上げ，Ｘ方向に30㎜動かして
……」と自分の動作を考えますか？ 
考えませんよね。人間は見えさえす
れば無意識に動けるからです。

ロボットに同じ動作をさせるには，
それを全部教えなければならない。
それが私たちの技術ならロボットに
も人のように，対象が見えれば勝手
に動けるようにできます。ロボット
業界はティーチングから抜け出すこ
とが何十年もできなかったのですが，
私たちがその壁を打ち破りました。

私たちの技術は既存のどのロボッ
トにも装着できます。ロボットに頭
脳であるコントローラーを組み合わ
せることで賢くなり，知能化する。
ロボットは毎回，対象物の形とボッ

❷～❹MUJINのコントローラーにより
自動ピッキング，デバンニングを行うロボット

図表3 物流センターのシステムフロー

ピッキングだけは人手に頼っているのが実態
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クスなどの状況に応じてまったく違
う動きをします。この先１世紀見て
いても，同じ動きをすることはあり
ません。なぜなら，動作計画は千差
万別の状況に応じてすべてリアルタ
イムに自動生成しているからです。

このコントローラーによって，こ
れまでロボットが入り込めなかった
物流や食品などの分野に入れるよう
になり自動化率が大幅にアップしま
した。中でも私たちは物流に非常に
力を入れています。多品種を扱わな
ければならない物流では，ティーチ
レス技術が必ず必要になるからで
す。

物流ロボットと言えば多くの方は
アマゾンのロボット搬送台車やオー
トストア，シャトル系自動倉庫など
を想像されるかもしれません。これ
らは機能としては基本的に自動倉庫
で，人の前までいかに効率よくモノ
を運んでくるかが仕事。それでも大
きな効果を得られますが，ピースピ
ッキング作業を人の手で行っている
ことは従来と変わりません（図表3）。

私たちが自動化するのはこのピー
スピッキング作業は，物流自動化の

「最後のフロンティア」と言えるもの
で，それを技術的に分割すると，①

目で見る，②動作を考える，③ピッ
キングを実行する，という部分に分
かれます。それにはロボットの前ま
でモノを持ってこないといけないの
で，マテハンメーカーは不可欠なパ
ートナーとなり，一緒に全体の自動
化を進めているわけです（写真❷～
❹）。

このコントローラーで，箱ものな
ら何でも，登録の必要もなく扱える
ソフトウェアも開発しました。この
技術は１年半前にはどの国にもなか
ったもので，今実際に動いています。
そのくらいのスピードで世の中は変
化しているのです。

そんな私たちへの問い合わせで，
急増しているのが中国とヨーロッパ
です。特に中国のスピードはすさま

じく，日本だと２年はかかる倉庫の
建設も６か月で作ってしまう。私た
ちも「失敗してもいいから１か月で
入れてほしい」と言われています。
ともかく試してみなければ分からな
い，というリスクの取り方をする。そ
れほどスピードを重視している。自
動化の勢いもものすごく，多くがオ
ーナーカンパニーですから，命令さ
れたら現場は何がなんでもやり抜き
ます。日本はそのスピードについて
いかないと勝てない。私たちも時期
を早めて中国進出の準備を進めてい
るところです。

ものづくりの技術力と
インテグレート力で勝ち残る

権藤（ダイフク） 当社は製造業・流通
業，半導体・液晶，自動車，空港向
けのシステム機器と洗車機，電子機
器などの事業を展開し，暮らしを支
える物流システム機器を提供してき
ました（図表4）。当社のコンベヤや
自動倉庫は今ではローテクと言って
もよく，テクノロジーとしては決し
て高度なものではありません。コモ
ディティ化された技術でなぜ長年，
生き残ってこられたのか。それは常
に「どうすればお客様の物流活動に
貢献できるか」という視点を貫いて
きたからだと思います。

従来は，「この作業だけを改善し
たい」「人を減らしたい」といった部
分改善の要望が多かったのですが，
昨今は物流によって「企業価値を高
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図表5 自動化に必要な機能・品質・
安定稼働

お客様の物流活動に
どのように貢献できるか?

機能 機器単体と全体システム

品質 ものづくりの技術力
インテグレート力

安定稼働 稼働状況監視・予防保全

権藤卓也氏（ダイフク）

図表4 暮らしを支えるダイフクの物流システム
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め，経営効率を上げる」ことへシフ
トしています。ものづくりの技術力
とインテグレート力がますます重要
になると考えています（図表5）。

我々はMUJINさんのように独創
的な技術は持ちませんが，技術を見
極めてシステムにどう組み込んでい
くかがポイントだと考えています。
最近はピッキングにも画像処理や
AIの技術活用が行なわれています
が，現場の作業にはそれを上回る
生々しさがあります。モノをどのよ
うにハンドリングし，その上でお客
様の価値をどのように高めていくか
が重要です。

たとえば人の生産性を３倍に上げ
るため，周辺装置をどう組み合わせ
ればよいか。通常のやり方で物流セ
ンターのスペースに収まらないなら，
どのように省スペース化し，お客様
の制約条件の中でご要望を満たすの
か。単純にロボットを導入すればい
いのではなく，物流センター全体で
どういう形に仕上げるかのインテグ
レート力が必要です。

今後は日本も，間違いなく自動化
の波にもまれていくことでしょう。
お客様のニーズをどのように満たす
のか。その目的をどう具現化するか
が自動化の大きなポイントになると
思います。

最近のシステムは非常に複雑化し
ており，これまでは「調整」という
名のもと，現場でもう一度ものづく
りをするくらいの勢いで取り組んで
きましたが，システムがあまりに複
雑になったためそれでは安定稼働を
確保できなくなりました。そこで，
ダイフクが力を入れているのは，デ

ジタルテクノロジーを使い，機器を
現場に持ち込まず，工場内や事務所
内などバーチャルな世界で，事前に
システムの検証やものづくりを行う
ことです（図表6）。

たとえば物流センターの中に３㎞
のコンベヤを設置する場合，コンピ
ュータの仮想空間の中でエミュレー
ションを行いながら動かして検証し
ます。最近は自動化への取り組みも
どんどん上流にシフトさせて自動検
証を研究しています。

またシステムを納入したあと，安
定稼働を維持するために稼働状況監
視を行っていますが，最近は各設備
の様々な状態を取り込んで，システ
ムの可視化を図っています。たとえ
ば「音」です。今までは作業者やサ
ービスマンが変な音がするなと耳で
聞き取って異常を察知していました
が，音の変化による予兆を取得し自
動的に対応する取り組みを進めてい
ます。

このように従来のマテハンシステ
ムに先端技術をどこまで活用できる
かが，今後の生き残りに最も重要な
ポイントになるでしょう。ダイフク
はこのように，ものづくりの技術力
とインテグレート力をバックボーン
に，今後も物流自動化の推進に取り
組んでいきたいと思っています。

菊田 今，インテグレート力のお話
がありましたが，このロボットセッ
ションにマテハンメーカーをお招き
した目的もそこにありました。様々
なロボット技術も，そのままでは物
流現場に投入できません。ロボット
までモノを運ぶマテハンシステム，

物流センター全体のエンジニアリン
グ力，インテグレート力があいまっ
て，初めて物流現場の自動化が実現
できることを改めて確認したかった
のです。

自前マテハン機器に加え
世界の先端技術を提供

山下（岡村製作所） 弊社が戦後にス
タートしたときに先駆けて造ったの
は小型飛行機と自動車でした。今も

「動くものを創る」というスピリット
を継承しており，70年代にはロボッ
ト産業にも参入。その後大手ロボッ
トメーカーが出てきたので物流シス
テムに特化したのですが，今も新し
い取り組みに対し積極的なDNAを
もつ会社です。

現在物流事業では，自動倉庫，各
種ラックなどのストレージシステム，
ロータリーラック，ソーターなどソ
ーティングシステム，各種コンベヤ
の搬送システム（図表7）と，ロボッ
ト自動倉庫のオートストア，自律走
行ロボットシステムのバトラーなど
を扱っています。なお先般，弊社の
オフィス家具ショールームでソフト
バンク様のヒト型ロボット・ペッパ
ーに移動機能を付加した実証実験も
行うなど，ロボティクスにも力を入
れています（図表8）。

つい最近，通貨処理機械で有名な
グローリー様にオートストアを導入

図表6 デジタル，バーチャル，IoT技術の活用

機器単体と全体システム → 機械・制御・情報＋デジタルテクノロジー
ものづくりの技術力
インテグレート力 → バーチャル技術の活用で検証・評価

稼働状況監視・予防保全 → IoT活用でシステムの可視

山下佳一氏（岡村製作所）
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いただきました。同社は生産拠点と
外部のパーツ保管倉庫との横持ち負
荷を削減するため，工場内にパーツ
を集約することにしたのですが，こ
の際，最もコンパクトに集中管理で
きるシステムとしてオートストアを
導入いただきました。ニトリ様のオ
ートストアに比べ６分の１くらいの
とても小さいスペースながら，7,000 
SKUの在庫を保管できます。精密
パーツを計量ピッキングし，小分け
包装や伝票貼付けの作業も行うので
すが，棚から出庫して計量してまた
戻すという手間が省けたことで，と
ても生産性が上がっています。

オートストアが日本のお客様に受
け入れられたポイントは6つありま
す（図表9）。最大の利点は①スペー
スセービング。海外の倉庫は防火壁
がほとんど見られないのですが，日
本は1,500㎡で防火壁に囲まれた一
区画となります。この限られたスペ
ースを最大活用できることがニーズ
にマッチした最大の理由と思います。

２つ目は②停めずに稼働を続けら
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図表9 オートストアが日本の物流環境に適合した要因

スぺース効率 収納比較…平置き棚・自動倉庫
新築倉庫…防火区画・天井高

停めずに稼働 稼働中にメンテナンス可能
稼働中に増設可能

稼働管理・Ver.up 遠隔監視・システム能力向上
セキュリティ 周囲はパネルで被覆
BCP対策 構造上の耐震性，ロボットは充電式
省エネルギー DC24Vモーター駆動，回生エネルギー

図表8 歩くペッパーの実証実験，オートストアとバトラー

㊧Pepperが歩いてショールーム案内（実証実験）
㊤ロボットストレージシステム「AutoStore（オートストア）」
㊦自動搬送ロボットシステム「BUTLER（バトラー）」

図表7 オカムラの製品ラインナップ
Storage system

スタッカークレーン式自動倉庫

Sorting system

固定棚・移動棚・流動棚 ロータリーラック／ロータリーソーター ラインベルトソーター スライドシューソーター

各種コンベヤ

Transfer system

天井搬送システム トラバーサー／クリーンコンベヤ

Work Station / Guard Fence

プロフェンス／ワークステーション
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れること。多数のロボットが働いて
いるので，一部をメンテナンスしな
がら連続的に稼働させられることも
大きなメリットです。

また③全ユーザーのシステム稼働
履歴を吸い上げ，より効率的な動き
をするアルゴリズムを作り上げます。
それをお客様にバージョンアップと
して提供し，さらに効率のよい動き
ができるよう進化して行けるのです。

他にも，外壁に囲われているので
④セキュリティが高いこと，ラック
と違ってコンテナを床に直に置き，
周りを壁で囲ってあるので非常に耐
震性が高く⑤BCP対策になること。
これは耐震試験によって検証されま
した。もう１つは⑥省エネ性で，ロ
ボットは充電し24ボルトで動くの
で非常に効率がいい。こうした点が
日本のユーザーに受け入れられてい
る理由かと思います。

オートストアは今，世界中の163サ
イトで採用されており，さらに今年
は約70件の新規案件が見込まれてい
ます。日本では現在，ニトリ様とグ
ローリー様が稼働中ですが，これか
ら続々と新規ユーザー様での稼働が
始まります。一方，国土的にも日本
と状況の近いドイツではすでに40
件。広いアメリカでも18件動いてい
るのは，eコマースのセンターは人
口密度の高い都心部に集中し，小さ
なデポが増える傾向にあるからです

（以上，2017年５月現在）。
オートストアはプラスチックのコ

ンテナ単位で搬送するロボットです
が，ハンガー商品や女性用のロング
ブーツなど，箱に入らない商品もた
くさんあります。それをカバーする
ために，弊社では新しく，棚ごとピ
ッキングステーションまで運んでく
るバトラーという自律走行ロボット
を扱い始めました（写真❺）。

世界中にはユニークで優れたマテ
ハンシステムがたくさんあります。
弊社は，自社製品とともに海外製品
のアフターサービスを含めたトータ
ルでお客様に提供できるシステムイ
ンテグレーターとして機能したいと
考えています。

中小企業も連携で先端技術を
物流は平準化がカギ

菊田 次にディスカッションに移り，
私から質問をさせていただきます。
まず従来型マテハンもロボットもか
なり高価ですが，中小の現場でも自
動化ニーズが高まる中，より手軽に
導入できる自動化についてどうお考
えか。

もう１つは，ハンドリングや搬送
のメカに加えて，情報のハンドリン
グやコントロールにおいて，AIや
IoTなどの技術の必要性が高まって
いますが，これについての課題や展

望を含め，それぞれのご意見をお聞
かせ下さい。

松浦 物流関係の企業はほぼ中小企
業であり，資金力や人材力から言っ
て，AIやIoTを活用するにもどこか
と組まないと単独では無理がありま
す。何か新しいことに挑戦すれば，
必ず失敗も起こる。その確率をどこ
まで許容できるかとなると，キャッ
シュフローの問題から難しい会社も
多いと思います。

そこで，めいめいが投資するので
なく，協同的な取り組みが考えられ
ます。小さな会社だけが集まっても，
どこかが欠けると機能しなくなって
しまう。だから大きな会社と一緒の
枠組みに乗っていくことが中小規模
の会社の現実的な打ち手ではないか
と思います。実は我々の自動化した
倉庫オペレーションやラストワンマ
イルの機能を開放し，そうした企業
にも使っていただけないかと検討を
はじめています。日本ではシェアリ
ングエコノミーがなかなか進みませ
んが，物流におけるシェアリングを
どう進めるかがこれからの課題です
ね。

私どもはこれまでの取り組みの中
でかなりの人的ネットワークができ
ました。国内外の展示会に積極的に
参加したことで，新たな技術提案が
寄せられるようになり，こちらから
探しにいく手間が省けました。

その成果については，シェアでき
る場を設けるなどして，皆様にお返
ししていきたいと考えています。と
いうのも，新技術は使う前には判断
できないからです。はっきり言って，
いまのAIと言われるものは玉石混
淆です。「水晶玉」を買うようなもの
で，本当にご利益があるのか分から
ない。その意味でも人的ネットワー
クがないと判断できないと思ってい
ます。❺バトラー本体

5
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また世界のコンピューティングは，
今やグーグル，フェイスブック，ア
マゾン，アップル，マイクロソフト
の５社が牛耳っています。そのため
世界標準との連携が非常に大事にな
る。国内に優れた技術があっても国
内市場が活性化しないと，中国やア
メリカに出て行ってしまう。先日も
アメリカのドローンの展示会で出展
メーカーに聞いたら，規制が多く市
場が狭い日本の展示会にはもう出さ
ないと言っていました。大市場をと
らえた企業がスタンダードを作って
しまうのです。だから世界の標準や
基準とどう合わせていくかが日本の
大きな課題になります。

私としては今後，「使った分だけ
課金される」ような，「ロボットの派
遣業」が生まれてくれないか，と考
えています。欧米の小売業はかなり
物流平準化の努力をしており，クリ
スマスがピークであることは確かで
も，今日の配送ならいくら，明日な
らいくら，来週の水曜以降であれば
無料というように，人の購買心理を
うまく誘導して物流の平準化を進め
ています。物流を平準化しないと，
機械能力をマキシマムに設定したと
き遊びが出て過剰投資になってしま
う。だからロボットなど機械を導入
するときには必ず平準化の問題を考
える必要があると思います。

中国や欧米に負けず
気概を持ってチャレンジを

　
菊田 次に滝野さん，ロボットコン

トローラーの技術が今後，中小規模
の拠点でも使えるようになるかとい
うことと，AI技術は活用されてい
るのかについても補足いただければ
と思います。

滝野 ロボット技術が中小でも手軽
に導入できるようになることが理想

で，私たちの目標もそこに置いてい
ます。ただ現実問題として，自動化
は初期費用がかかります。今はその
第１ステップとして，まずは大企業
が導入しやすくしていますが，それ
をクリアしたあとに中小企業向けの
段階がきます。

たとえば大企業が100社，弊社で
テストされ，使えそうだと判断した
企業が50社あったとしましょう。そ
のうち何社が投資に踏み切ってくれ
るかというと，中国の場合は概ね10
社のうち８社が投資してくれますが，
日本は20社あっても１社あるかどう
か。大手でもそうした状況ですから，
中小企業が投資するのは現時点では
難しいと思います。とくにロボット
は全体の物流システムの１工程を担
うもので，全体がシステム化されて
いないと使えません。

システム化するために必要なのが，
まずはデータです。今日はどれだけ，
何を出荷したのか。それを紙ベース
でなくデジタルデータにしてから，
自動倉庫やコンベヤを入れ，それか
らロボットが入る。こうしたプロセ
スが必要ですから，まずは大手のシ
ステム導入のハードルをもっと下げ
ることが必要なのです。

私たちは努力を続けますが，エン
ドユーザーさんも今までの日本の

「ハードウェア偏重」の意識を変えて
いただく必要があります。ハードは
買ってきたものがテスト通りに動き
ますが，ソフトウェアがそのまます
ぐ機能するケースはまずありません。
導入後，ユーザーからフィードバッ
クをいただいて，一緒に作り上げて
いくのがソフトなのですが，多くの
日本企業はそれに慣れていない。

最初から費用対効果が100％出る
ものしか買わないのなら，それはチ
ャレンジではありません。ソフトウ
ェアはやってみないと本当に分から
ない。失敗を織り込んだプランを立

て，果敢にチャレンジしていただけ
ればと思っています。

そうした気概がないと，欧米や中
国のスピードに勝てません。当社が
物流分野に入ったきっかけは，アス
クルさんに協力いただけたことでし
た。同社が物流の問題解決の方策を
探しておられたとき，最後に当社に
見えました。当時，当社の技術で実
際に動いているものはなく，あくま
で「できると思います」の段階でした
が，それでも「やってみよう」と決断
された。そうした企業があったから
こそ，私どもの技術が育ったのです。
同じことを「チーム日本」でも行うべ
きだと思うのです。

次にAIについてですが，日本で
は今AIイコール，ディープラーニン
グと思われています。私たちのシス
テムはAIを活用していますが，ディ
ープラーニングは基本，行っていま
せん。ディープラーニングには長所
も短所もあります。長所は自動でテ
ストして発展させられること。ただ
し確実性はない。

たとえば，「好きなランチは何です
か」と多数の人に聞いて，データを
AIに投げれば答えが出ますが，デ
ィープラーニングは皆さんの一番好
きなランチを選べるわけではなく，
答えが100個出てきたりします。物
流ロボットで答えを100個も出され
たら困りますよね。

また発展性があるとは，ソースコ
ードを勝手に書き変えることを意味
します。勝手によくなる一方，なぜ
よくなったか人間には分からない。
悪くなったときも同じで，不良品が
出てもその原因がつかめない。これ
では生産・物流ラインでは使えませ
ん。

囲碁などのゲームと違って産業用
ロボットには確実性が必要です。デ
ィープラーニングは，私たちもごく
一部で利用しているものの，基本的
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には使っていないというのが結論で
す。

ビッグデータ収集・分析に
AI活用でマテハン高度化

菊田 時間が押してきましたが，権
藤さん，山下さんからも一言ずつ伺
いたいと思います。

権藤 現状をそのまま自動化するこ
とは今の技術でも可能ですが，導入
コスト面が課題となります。ただ，
そのとき「ここはこう変える」となる
と，敷居はぐっと下がると思います。
お客様との間で，そうした議論がで
きる土壌をつくることがまず大事で
はないかと思います。

当社としてもさらに自動化を進め
るため，現在ケースピッキングやコ
ンテナ貨物のデバンニングへのロボ
ットの活用を進めているところです。

AIについても研究を進めています
が，データをどう活用するか，まずは
そのデータをどう収集するかが課題
になっています。AIを活用するにも，
データがなければ何もできない。そ
の意味で我々はビッグデータに注目
しており，データを集めてどう活用
していくかを模索中です。

山下 中小規模の拠点での活用です
が，先ほどグローリー様の事例で本
当に小さなスペースでもオートスト
アが導入できることを紹介しました。
では中小企業はどうしたらいいの
か。その答えの１つはリースで活用
することだと思います。建物と一緒
にマテハンもリースするようなビジ
ネスが始まれば，小さな会社でも資
産計上することなくシステム化でき
る。また，その中でシェアリングを
行う方法もあり，同じスペース内で
複数の企業の商品を統合して処理す
る，といった取り組みを日本中で少

しずつ進めていけば，展望が開ける
のではと思っています。

AIやIoTについては，あらゆる
分野でその活用がすすめられていま
すし，特にIoTでマテハン機器の効
率的な活用がもっと進むことは間違
いないと思います。

菊田 最後に，セッションリーダー
の松浦さんに，今後の展望も含めた
まとめの言葉をいただきたいと思い
ます。

松浦 皆様それぞれ見ているフィー
ルドが違い，やはり老舗のマテハン
両社は，長年生産工程で安全も品質
も100％の完璧さを求め続けられた
メーカーの視点だと感じました。で
も世界の潮流を見ると，自動車など
の製造産業と違い，eコマースはピ
ッキングを含め，とりあえず機械で
９割できればいい，残りは人が対応
するといったスピード感で進んでき
た。生い立ちやどの時代に生まれた
のかという違いが，今日ははっきり
見えたように思います。

私が思うのは，今は時代を直視し
て，覚悟を決めるしかないというこ
とです。私がニトリグループに入っ
て幸運だったのは，波動の抑制を販
売の観点から管理できたことでした。

売れるだけ売るというやり方は経営
全体では非効率で，売りの部分から
平準化を考えていくことが物流，特
に配送の効率化には重要です。それ
も１社だけでなく，一緒に組んでや
ろうと声かけすることで，最初は小
さくても産業界全体で平準化は進ん
でいくはずです。物流の問題は平準
化を進めないことには解決しませ
ん。

それにはマテハンメーカーのご協
力もいただきながら，オールジャパ
ンで変えていければ……ということ
を強く感じたセッションでした。

菊田 ここで残念ながら時間となり
ました。物流現場の無人化，自動化
を進めなければ立ちいかないという
圧倒的なユーザーニーズに対して，
本日の議論を通して，ユーザー企業
と，熟達のマテハン企業と，新進ベ
ンチャー企業が連携し，新たなソリ
ューションを生み出していく……こ
れこそ日本の健全なサプライチェー
ン，それを支える物流現場をさらに
発展させるために必要であることが
再確認できたのではないかと思いま
す。

パネラーの皆様，ご来場の皆様，
本日はありがとうございました！
（2017.5.18，東京流通センター）	 MF
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